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フェス トロリウム 2倍体集団の越夏性と関連形質
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1 は  じ め に

イタリアンライグラスは我が国温暖地・暖地で主力の

採草用牧草であるが、永続性、越夏性が劣るため、冬作

の一年生として利用されている。その中でも、多収で春

の気候の安定した時期に収穫でき、採種性にも優れる2

倍体早生品種がその需要の中心になつている。フェス ト

ロリウムは、ライグラス類の多収性、良質性 とフェスク

類の永続性、環境耐性を結合させた新草種として注目さ

れており、都府県向き牧草としてはイタリアンライグラ

スに環境耐性や永続性を付与する方向とトールフェスク

の品質を改良する方向で研究されている。筆者らは 2倍

体イタリアンライグラスに 6倍体 トールフェスクから永

続性や環境耐性を付与して、寒冷地で安定して利用でき

る採草型フェス トロリウム品種の育種を目指 している。

本報では、これらの属間雑種 F3世代における 2倍体集

団の特性について検討 した。

2試 験 方 法

1998年にイタリアンライグラス 2倍体 3栄養系に ト

ールフェスク 3栄養系を袋がけにより単交配し、 9組み

合わせの Fl種子を得た。花粉親の トールフェスクは、

冠さび病抵抗性因子を持っている。 1998年秋にFl個体

を固場に定植し、越夏した個体について 2000年春に放

任受粉種子 (F2)を採種 した。2002年秋にF2を母系毎

にビニールポットで栽培し、フローサイ トメーターで倍

数性を判定して 2倍体の個体から放任受粉種子 (F3)を

個体毎に採種した。これらの中で、採種性が一定水準に

達 した 3組合せ 52系統を本試験に供試 した。

各系統及び比較品種としてフセアオバを 2003年 1月

に播種 し、温室内でセルポットに移植 して育苗した。4

月 17日 に各系統 15～ 25個体 (ワセアオバは 50個体)

を圃場に移植 し、出穂性及び越夏性等を調査 した。

3 試験結果及び考察
育苗中に 33系統で葉緑突然変異 (albho)の個体が観

察され、・60404・など 5系統では 300/。以上の高率となっ

た (表 1)。 ワセアオバでは 0%で あつたことから、こ

れらは属間交雑による影響と考えられる。

春播による試験であるため、春化要求性が低い個体の

みが出穂する。全ての系統で出穂が認められ、その出穂

個体率は多くの系統で 90%以上となつた。 しかし、
・40601"な ど出穂個体率が半数程度にとどまった系統〈)

認められた。出穂個体率が低かつた系統では、出穂した

個体の出穂日の平均値も遅いものが多く、出穂日がワセ

アォバとほぼ同時期かそれ以前の系統については、80

%以上の個体が出穂した。交配母本としたイタリアンラ

イグラス個体はワセアオバと同様の春化要求性が低い早

生系統由来である。また、花粉親としたトールフェスク

のもととなった品種・系統は、初期生長が緩慢で春播で

は出穂に至らないことが多いが出穂性は早生である。こ

のような背景であつても低出穂個体率系統においては明

ら力ヽ こ春化要求性が強いとみられる個体が含まれた。

出穂したものでは分枝がある花序を持つ個体がF8世

代で高頻度に認められた。ライグラス類は穂状花序

(spke)、 フェスク類は円
/wE花序 (paniclc)を 持ち、通常、

これらのFlはフェスク類に近い穂形を示す。本試験で

観察された分枝がある花序は穂状花序 (ラ イグラス型)

を基本として、これに一次枝梗やそれ以上の枝梗を持つ

ものである。環境条件によつてしばしばイタリアンライ

グラスにく)分枝をもつ穂がみられ、本試験でもワセアオ

バに観察されたが、多くのF3系統において明らに高頻

度のものがみられ、これも属間交雑によるものと考えら

れる。 F3全個体における冠さび病抵抗性個体率は 4%

とワセアオバにおける頻度(6%)よ りも低く、 トールフ
ェスクの抵抗性がF3で発現したとはみなせなかつた。

出穂し、かつ越夏後の草勢が良好であつた 98個体

(790/0)を選抜した。これらの個体の出穂日の平均値は 6

月22日 で、全体のF3集団の平均値より1)3日 遅かつた

(表 2)。 越夏性優良個体における冠さび病抵抗性個体

率は 26%、 分枝をもつ花序の個体が 33%と 、いずれも

Fe全個体における頻度よりも高かつた。

本試験では、 2倍体イタリアンライグラス(2F14)に

6倍体 トールフェスク(2n=42)を 交雑させたために F〕

は4倍体になるが、正常な減数分裂を行うことができな

いためにその後代では2倍体に近いく)のから 10倍体以

上の、異数体をも含む多様な染色体数を持つ個体が現れ

た。イタリアンライグラスなど寒地型他殖性牧草の多く

は、通常、自然条件で属 種及び倍数性が異なる個体間
の交雑は希であることから、本試験で用いた2倍体フェ

ストロリウム集団はF2及びF3種子の形成において、 2

倍体イタリアンライグラスと交雑したと考えることが自
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然である。そのため、遺伝的にイタリアンライグラスに

戻ることによって種子稔性が回復したと考えられ、これ

は穂の形態が穂状花序 (ライグラス型)を基本とするt)の

であったことからも言える。イタリアンライグラスは春

に出穂した個体でも夏の気象条件が厳しくない寒冷地で

はしばしば越夏するが、夏に生長が著しく低下する。し

たがつて、この2倍体フェストロリウム集団において、

春に出穂して夏に草勢が優れた個体で F」 の花粉親とな

ったフェスクの特性を発現させている可能性がある。

ライグラス類にフェスク類を交雑すると、両親のゲノ

ム構成が異なるためにF〕 の種子稔性は極めて低い。そ

のため、稔性の回復に有利な同質またはそれに近い4倍

体を両親として育種が行われている例が多い。 しかし、
4倍体フェスク類のメドウフェスクや トールフェスクの

亜種E″
“
れ
“
″ var g″

… “
sは我が国の寒冷地以

南での適応性が6倍体のトールフェスク普及品種よりも

劣る。これらの雑種は農業的に一定の特性を持つている
1)と
報告されているが、現在までに世界で育成されてき

たフェストロリウム品種は、収量性や早春の生長性にお

いて我が国のイタリアンライグラスに代えることは難し

い。つまり、採草型イタリアンライグラスの特性を維持

しながらフェスク類の環境耐性を導入するためには、環

境耐性や収量性に優れるトールフェスクから形質導入を

図ることが必要であると考えられる。

本試験で用いた2倍体集団はイタリアンライグラスに

極めて近い特性を持つている。21X13年夏は低温傾向に

推移したためにこの越夏性優良個体においてもその永続

性はまだ実用的水準まできしていないと半」断される。し

かし、これらはイタリアンライグラス型フェストロリク

ムとしてさらに選抜を加えることによって、イタリアン

ライグラスの越夏性等を高めるための育種素材として活

用できると考えられる。

4 ま と め

2倍体イタリアンライグラスと6倍体 トールフェスク

の雑種後代の 2倍体F3集団には、イタリアンライグラ

スの特性が強く発現したが、albhoや穂に分枝がある個

体が多数発現するなど属間雑種の特性も認めみられた。

越夏性が優良な個体も観察され、これらはイタリアンラ

イグラスの越夏性改良に利用できる素材と考えられた。
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表 2 越夏性優良個体の特性

F3集団  ワセアオパ  越夏性良個体 (F3)

個体数

出穂日平均値

分枝穂形個体数

同  個体率
冠さび病抵抗性個体数

同   個体率

1246

6月 19日

49

6月 18日

98

6月 22日
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